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永
年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
の
功

績
を
た
た
え
、
ë�"�)�k�»�b�K

が

自
治
会
功
労
者
に
か
か
る
〝�™�“�(

�1�[

〟�e�Y�[

さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
7
日
に
武
田
区
長
か
ら
勲
章

と
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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戸
畑
区
環
境
衛
生
協
会
連
合
会

会
長  �ç�è��	Â

西
戸
畑
地
区
第
二
協
議
会
長  �•��̀ë�ò

（
敬
称
略
）

 G o q
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合
同
視
察
研
修
で
熊
本
市
消
防
局
を
視
察

�s

11
月
15
日
に
、
自
治
総
連
合
会
役
員
に
よ
る
３
年
ぶ
り

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
、
熊
本
市
消
防
局

を
訪
問
し
、
地
震
時
に
避
難
所
で
発
生
し
た
様
々
な
運

営
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
意
見
交
換
。
そ
の
後
、

熊
本
城
の
復
興
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
研
修
を
通
じ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
守
る
た
め
に

は
、
個
人
の
防
災
意
識
に
加
え
、
日
頃
か
ら
〝
助
け
合
い
〟

が
で
き
る
地
域
の
繋
が
り
や
備
え
が
不
可
欠
な
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
、

自
治
会
に
加
入
し
、
自
治
会
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
同
研
修
会
を
開
催

�s

戸
畑
区
自
治
総
連
合
会
・
市
民
防
災
会
連
合
会
・
環

境
衛
生
協
会
連
合
会
合
同
研
修
会
を
11
月
9
日
ウ
ェ
ル

と
ば
た
で
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、『
歌
う
防
災

士
』
こ
と
柳
原
志
保
氏
を
講
師
に
迎
え
、「� 

�'

�Ë� �f


T�+�Â

�O��

�(��

」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柳
原
さ
ん
は
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
、

令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
の
3
度
も
被
災
。
こ
の
経
験
を

も
と
に
、
災
害
時
の
備
え
や
被
災
時
の
心
構
え
な
ど
を

美
し
い
歌
声
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
、
印

象
深
い
ト
ー
ク
。〝
い
つ
か
や
ろ
う
〟
か
ら
〝
今
や
ろ
う
〟

へ
の
防
災
ス
イ
ッ
チ
を
強
く
押
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
も
し
も
の
と
き
SOS

を
出
せ
る
「
互
近
所
づ
き
あ

い
」
が
い
か
に
大
切
か
の
体

験
談
は
、
参
加
者
か
ら
「
心

に
強
く
残
っ
た
。
今
後
も
自

治
会
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
い
」
な
ど

大
変
好
評
で
し
た
。
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皆様からの貴重なご寄付は、

地域の支えあいの活動から

災害時の支援まで、「じぶん

の町を良くする」活動に幅広

く使用させていただきます。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
か
ら
戸
畑

区
自
治
総
連
合
会
及
び
戸
畑
区
市
民
防
災
会
連

合
会
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
戸
畑
区
で
は
、
わ
が
ま
ち
の
宝
「
戸
畑

祇
園
大
山
笠
」
の
競
演
会
が
残
念
な
が
ら
３
年

連
続
で
中
止
と
な
っ
た
一
方
、
地
域
で
は
中
原

大
山
笠
、
西
大
山
笠
、
秋
の
大
祭
で
は
東
大
山

笠
の
雄
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月

に
は
、
若
戸
大
橋
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
前
夜
祭
で
は
、
天
籟
寺
大
山
笠
の
提
灯

山
、
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
で
は
お
囃
子
の
披

露
。
ま
た
、
約
8
千
人
が
参
加
し
た
「
若
戸
大

橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、
区
役
所
周
辺

で
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
に
お
い
て
は
、
十
一
月
に
初
の

自
治
総
連
・
環
衛
連
・
市
民
防
災
会
合
同
で
、

地
域
防
災
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
、
ま
た
、

３
年
ぶ
り
に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
災
害
時
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
、

そ
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
会
の
意
義
を
多
く
の
方
に

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
に

向
け
て
、
本
年
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、今
年
の
干
支
・

兎
の
よ
う
に
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
五
年

　
元
旦

　
　

　
　
　
戸
畑
区
自
治
総
連
合
会

　
　
　
戸
畑
区
市
民
防
災
会
連
合
会

会
　
長
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謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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温
も
り
の
な
い
ス
マ
ホ

　
37
度
の
熱
、
は
い
陽
性
で
す
。

　
ま
さ
か
こ
の
私
が
コ
ロ
ナ
？

　
部
屋
か
ら
出
ら
れ
な
い
生
活
、
会
話
は
全
て
ス
マ
ホ
。

　
近
く
の
人
が
玄
関
先
で
袋
を
下
げ
て
い
る
。
御
礼
を

ス
マ
ホ
で
伝
え
る
。
袋
を
置
い
て
帰
る
後
姿
を
窓
越
し

に
見
送
る
。

　
嬉
し
さ
よ
り
も
淋
し
さ
が
残
る
。
直
接
お
礼
が
言
い

た
い
、
限
界
だ
、
外
で
人
に
会
い
た
い
、
触
れ
合
い
た
い
。

　
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
こ
れ
が
自
治
会

の
原
点
だ
。       

編
集
委
員
　
牧
山
地
区
　
横
田 

健
治

！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
区
政
の
推
進
な
ら

び
に
地
域
活
動
を
通
じ
て

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
尽
力
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
菖
蒲
ま
つ
り
や
若
戸
大
橋
国
重
要
文

化
財
指
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
大
変
多
く
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
い
に
賑
わ
っ
て
、

戸
畑
の
ま
ち
が
元
気
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
北
九
州
市
制
六
十
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
は
、
六
十
周
年
の
歩
み

を
振
り
返
る
様
々
な
記
念
事
業
が
一
年
を
通
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
続
く
翌
令
和
６
年
は
、
旧
戸
畑
市
が

誕
生
し
て
百
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
住
み
よ
い
戸
畑
区
の
魅
力
発
信
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
心
豊
か
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
文
教

の
ま
ち
・
と
ば
た
」
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
五
年
　
元
旦 � 
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畑
区
長
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予防のポイント

　「防災リーダー研修」を 9 月 10 日（土）に実施しました。

　平成 30 年度から５年目となり、市民防災会の防災委員

（協議会長）を対象に行い、昨年より 11 名多い 27 名の方

が受講されました。

　自主防災組織、防災リーダーの役割、避難所の開設・運

営について研修を行いました。

　地震や豪雨などの災害は、いつどこで起きてもおかしく

ありません。今回受講いただいた防災リーダーの皆さんが

中心となって、自主防災体制の強化につながれば幸いです。

『お出かけは　マスク戸締り　火の用心』 　（令和 4 年度全国統一防火標語）

　令和４年 11 月 15 日（火）、戸畑区自

治総連合会及び戸畑区市民防災会連合

会合同で、防災に関する視察研修を実

施しました。

　最初に訪問した熊本市消防局（熊本

市広域防災センター）では、熊本市消

防局の職員より、平成 28 年４月の「熊

本地震」での被災状況及び自主防災組

織の活動等について研修を受けました。

　次に、「ＮＰＯ法人ディスカバリー熊本」のボランティ

ア職員に案内して頂き、発災から 6 年経過した熊本城の

復興状況を視察しました。

　未だに石垣が全面的に崩壊している箇所もあり、完全復

旧までに 17 年程かかるとのことでした。

　今回の防災に関する研修では、自然災害の恐怖と歴史的

建造物の復旧の困難性を痛感するとともに、近隣の共助体

制の必要性とその重要性を再認識させられました。今回の

視察研修で学習した内容を、今後の地域防災活動に役立てて

いきます。

条例により、必ず設置が必要な場所です。

令和 4年度

戸畑区防災リーダー研修
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
戸
畑
区
市
民
防
災
会
連
合
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
の
防
火

防
災
活
動
に
ご
尽
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
の
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

よ
う
な
報
道
を
頻
繁
に
耳
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災

害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
十
分
に
行
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
消
防
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
皆
様
と
一

緒
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　  

令
和
五
年
　
元
旦

合同視察研修 （熊本県熊本市）
 

戸
畑
消
防
署
長 

相　

良　

智　

昭

　
令
和
４
年
11
月
9
日
（
水
）、
牧
山
東
市
民
防
災
会
に

よ
る
「
牧
山
東
119
い
っ
せ
い
火
の
用
心
」
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
約
119
人
の
地
域
住
民
が
参
加
し
、「
絶
対

に
火
事
を
だ
さ
な
い
ぞ
！
」
の
合

同
宣
言
の
後
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
地
区
に
分
か
れ
て
、
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
地
区
に
お

い
て
も
、
歳
末
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
を
例
年
実
施
し
て
お
り
、

区
内
の
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ヒートショックに
注 意 ！

❶
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
ま

　

し
ょ
う

❷
お
風
呂
の
温
度
41
℃
以
下

❸
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控
え
ま
し
ょ
う

❹
飲
酒
後
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う

❺
入
浴
前
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み

普段の就寝に使う部屋 寝室がある階の階段最上部

煙式を設置してください。家電量販店やホームセンターなどで
購入できます。

天井の場合 エアコン付近の場合　　　壁の場合

以上離す 以上離す
以内に

取り付ける


